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●高齢者ケアの研究者・伊東美緒さんのご案内で，ユマニ
チュード研修の取材に伺ったのは 3 月。魅力的な方々との
出会いの場でした。●まずサロペット姿でもじゃもじゃ頭
のイブさんのビジュアルに惹きつけられ，彼のお話ぶり（認
知症の方へのかかわりを恋愛になぞらえたり……さすがフ
ランス人！）とケア哲学にすっかり魅せられてしまい，すぐ
に特集化をお願いしました。●「認知症の方をもっと理解
したい」という研修参加者の看護師の方々の姿や，「医師も
含めたチーム，全職員でこのケアを実践することが重要」
と熱く語る本田美和子先生もとても魅力的でした●今回，
雑誌の限界で，文字ベースでのご紹介となりましたが，患
者も看護師も心がおだやかになれるユマニチュードに，実
際に触れることをぜひお勧めしたいと思います。（小齋）

●本号では，フランス生まれの，患者と心を通わせるケア
メソッドを紹介いたしました。未知のものに対する「わか
らない」という不安感は，人間の根源的な恐怖心につなが
ります。相手のことを正しく知ろうとしなければ，相手か
らも正しく理解してもらうことはできないという人間関係
の基本は，とても難しいことであると同時に，看護の現場
でも重要なのだと再認識しました。●学生時代，第二外国
語としてフランス語を学んでいたときに出会ったフランス
の友人が，『レ・ミゼラブル』の作者であるユーゴーの「愛
することとは，ほとんど信じることである」という言葉を教
えてくれました。患者のもつ力や可能性を信じ，患者からも，
ケアの提供者として信じてもらうことができたとき，患者
と医療者は相思相愛になり，幸せな医療現場が生まれるの
かもしれません。（笹山）

編集後記

【Facebook 始めました！】アカウントをおも
ちの方は「看護管理」で検索していただき，

「いいね！」をよろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◎ twitter アカウントは，@kangokanri です。
あわせてフォローをお願いいたします。

●「読者の声」を募集しています。
職場などでの感動的なエピソード，困っている問題，また弊誌への感想をお寄せ
ください。掲載者には粗品を差し上げます。
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
twitter　http://twitter.com/kangokanri

特集
地域包括ケア本格化！

退院支援・外来機能を再強化する

●【総論】病院から地域への移行期マネジメントを体系化する ─ 外来・地域の包
括的体制評価の時代へ　宇都宮宏子

●【病棟⇔外来】頭頸部がん患者への継続看護　宮本雅子／勝本裕子

●【病院⇔在宅】誤嚥性肺炎の患者への療養支援　下條美佳／空閑みゆき

●【外来機能の再考】入院回避・予防に向けた外来でのトータルマネジメント　
及川良子

●【地域の看看連携】県看護協会が取り組む在宅医療連携拠点事業
上野尚美／真木真奈美

　地域包括ケア，在宅療養支援体制の構築が急務となるなか，退院支援（療養移行
支援）は各病院・地域で取り組まれてきたが，退院前の看護（病院内）と退院後の看
護（在宅）をパッケージ化して体系化する時期にさしかかっている。本特集では，退
院支援や外来機能の充実，看護が導く地域連携に触れながら，地域の病院（急性期
病院）の看護部が行なうべきこと，課題と解決策について検討する。

身体拘束完全廃止，看護部門廃止，病院ナースによる地域巡回訪問……
「できることはすべてやる！」　“チームなかつ”が地域のケアを変える
─ 岩手済生医会中津川病院の取り組みから
宇都宮宏子／松嶋大／佐々木勝也／佐藤美佳子／佐藤由美子／長村ひとみ

［巻頭座談会］

●�愛媛大病院・総合診療サポートセンターの体制づくりと運用の実際 ─ 患者を地
域生活から切り離さない支援をめざして　田渕典子

●専門性の高い看護師同行訪問 ─ 病院の人的資源を地域のケアの質向上に活かす
中村奈央

●看護管理者のためのメンタルヘルス演出術② ─ 話を聴くことは心を聴くこと
　武藤清栄

［特別記事］
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